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　佐用保育園では、さつまいも掘りを行い
ました。今回は福澤集落の福田営農の農地
で栽培された大きなさつまいもを力いっぱ
い掘り起こしました。
　顔よりも大きなさつまいもでしたが汗を
ぬぐいながら掘り起こし、園児たちの顔か
らは達成感でいっぱいの笑顔が見られまし
た。



で
、
農
繁
期
に
は
７
、８
名
の
臨
時

ス
タ
ッ
フ
も
加
わ
り
ま
す
。

酒
米
の
栽
培
に
つ
い
て

　

酒
米
栽
培
は
、
以
前
か
ら
農
協
が

窓
口
と
な
っ
て
契
約
栽
培
を
し
て
き

ま
し
た
。
平
成
21
年
ま
で
は
「
兵
庫

夢
錦
」
を
約
40
の
農
家
で
延
べ
35
㌶

を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
。「
白
鶴
錦
」

は
、
平
成
22
年
か
ら
佐
用
町
で
生
産

が
始
ま
り
、
年
々
徐
々
に
増
加
。
今

年
は
一
気
に
15
㌶
増
え
、
約
65
㌶
の

栽
培
面
積
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町
内

の
生
産
者
数
は
29

人
。
旧
来
の
生
産
者
を
中
心
に
、
大

規
模
農
業
者
、
認
定
農
業
者
が
Ｊ
Ａ

の
酒
米
部
会
を
通
じ
酒
造
メ
ー
カ
ー

白
鶴
と
の
年
間
契
約
栽
培
を
行
っ
て

い
ま
す
。

(

株)

𠮷
田
営
農
の
酒
米
栽
培

町
内
で
の
酒
米
栽
培
契
約
面
積

の
う
ち
、
約
３
分
の
１
を
（
株
）
𠮷

田
営
農
が
栽
培
し
て
い
ま
す
。

酒
米
は
価
格
が
高
い
の
が
魅
力

で
す
が
、
背
も
高
く
稲
が
軟
ら
か
い

た
め
、
倒
伏
し
や
す
い
と
言
い
ま
す
。

ま
た
病
虫
害
に
も
弱
く
、
契
約
収
量

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
適
切
な
時

期
の
防
除
や
追
肥
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

酒
米
は
特
に
追
肥
が
重
要
で
、
反
当

た
り
10
㌕
か
ら
15
㌕
の
追
肥
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
収
量
を
左
右
す
る
穂

肥
の
散
布
作
業
が
、
酒
米
栽
培
で
一

番
し
ん
ど
い
作
業
で
す
。

８
月
上
旬
ご
ろ
の
一
番
暑
い
時

期
に
、
20
㌶
分
の
作
業
を
行
い
ま
す
。

肥
料
総
量
は
２
㌧
以
上
。
乗
用
の
管

理
機
で
は
機
械
の
運
送
が
必
要
と
な

り
、
そ
の
手
間
な
ど
考
え
る
と
背
負

い
式
の
動
力
散
布
機
の
ほ
う
が
早
く

散
布
で
き
ま
す
。
肥
料
の
補
充
作
業

な
ど
の
手
助
け
は
急
か
さ
れ
て
い
る

感
じ
が
す
る
の
で
、
自
分
の
ペ
ー
ス

で
で
き
る
よ
う
、
約
10
日
間
ほ
ぼ
１

人
で
作
業
を
続
け
ま
す
。

農
業
を
や
っ
て
良
か
っ
た
こ
と

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
違
っ
て
仕
事
上

の
ス
ト
レ
ス
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
将

光
さ
ん
は
感
じ
て
い
ま
す
。
農
繁
期

を
除
け
ば
家
族
と
過
ご
す
時
間
も
あ

り
、
子
供
た
ち
の
行
事
な
ど
に
も
都

合
を
つ
け
て
参
加
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
休
み
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

11
月
か
ら
３
月
は
冬
休
み
で
、
春
先

に
は
鈍
っ
た
体
を
仕
事
モ
ー
ド
に
す

る
の
に
時
間
が
か
か
る
な
ど
ぜ
い
た

く
な
こ
と
も
言
え
る
と
、
農
業
な
ら

で
は
の
良
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標

　

会
社
を
立
ち
上
げ
た
ば
か
り
で
も

あ
り
、
し
ば
ら
く
は
現
在
の
酒
米
中

心
の
稲
作
を
続
け
、
経
営
安
定
の
た

め
に
運
用
資
金
を
作
り
た
い
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
長
男
が
農
業

の
大
学
へ
の
進
学
を
希
望
し
て
い
る

と
言
い
、「
い
ず
れ
後
継
ぎ
に
な
っ

て
く
れ
る
の
で
は
」
と
笑
顔
を
見
せ

ま
し
た
。
そ
の
時
に
は
子
供
が
目
指

す
農
業
を
全
面
的
に
応
援
し
て
や
り

た
い
と
話
す
将
光
さ
ん
。
後
継
者
の

い
る
父
親
と
し
て
の
顔
は
と
て
も
明

る
く
、
希
望
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

９
月
下
旬
、
色
づ
き
始
め
た
酒

米
の
ほ
場
に
囲
ま
れ
た
、
下
秋
里
の

(

株)

𠮷
田
営
農
を
訪
問
し
ま
し
た
。

笑
顔
で
出
迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
𠮷

田
将
光
さ
ん
。
今
年
４
月
に
法
人
化

し
た
ば
か
り
の
会
社
に
ふ
さ
わ
し
い
、

40
代
の
若
い
社
長
で
す
。。

(

株)

𠮷
田
営
農
に
つ
い
て

　

(

株)

𠮷
田
営
農
は
、
Ｊ
Ａ
の
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
業
務
を
し
て
い
た
父
の

𠮷
田
一
郎
さ
ん
が
近
隣
の
農
地
を
預

か
っ
て
集
約
し
、
大
型
農
業
機
械
の

導
入
や
規
模
拡
大
を
進
め
、
創
業
。

19
年
前
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
て
い

た
将
光
さ
ん
も
結
婚
を
機
に
、
そ
れ

ま
で
の
農
業
手
伝
い
か
ら
農
業
専
業

に
転
換
し
ま
し
た
。

　

規
模
拡
大
と
効
率
を
求
め
て
田
植

か
ら
刈
り
取
り
ま
で
は
自
前
で
こ
な

し
、
育
苗
、
防
除
、
乾
燥
調
整
な
ど

は
Ｊ
Ａ
に
委
託
す
る
ス
タ
イ
ル
で
す
。

　

現
在
の
経
営
は
、
稲
作
が
27
㌶
で

そ
の
内
20
㌶
が
酒
米
。
６
㌶
が
大

豆
で
す
。
従
業
員
は
常
勤
が
２
名

→

“ 白鶴錦に夢を託して ”
株式会社 𠮷田営農「酒米栽培への取り組み」
今月号は、佐用町酒米部会の会員で、酒米の栽培に取り組む、株式会社 𠮷田営農
を紹介します。

インタビューの様子。
酒米栽培の苦労を語ってくれました

→

◎生産者にインタビュー

大型コンバインで稲刈りが行われました

刈取り時期を迎えた稲穂を手にする、代表の𠮷田将光さん
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農業委員会からの
お知らせ

information
問℡ 82-0667

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

　

農
業
委
員
会
で
は
適
正
な
農
地
行
政
の

推
進
、
行
動
す
る
農
業
委
員
会
づ
く
り
な

ど
を
目
的
と
し
て
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
ま
し
た
。
農
地
法
の
許
可
・
届
出
事

案
の
履
行
状
況
の
確
認
と
、
遊
休
農
地
の

発
生
防
止
や
解
消
に
向
け
た
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
耕
作

を
さ
れ
て
お
ら
ず
、
草
が
生
え
、
周
辺
の

農
地
へ
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
農

地
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
耕
作
を
放
棄
す
る

こ
と
に
よ
り
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
を
さ
れ

た
り
、
害
獣
の
住
処
に
な
る
な
ど
近
隣
の

農
地
だ
け
で
な
く
、
民
家
に
も
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

　

農
地
の
管
理
が
困
難
な
場
合
は
、
農
地

中
間
管
理
事
業
な
ど
の
事
業
の
活
用
も
で

き
ま
す
の
で
、
農
業
委
員
ま
た
は
事
務
局

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん

か　
農
業
者
年
金
は
、
農
家
の
た
め
の
魅

力
あ
る
制
度
で
す
。

農
業
者
年
金
の
加
入
資
格
要
件
は

３
つ
だ
け

　
１
．
年
間
従
事
日
数
60
日
以
上

　

２
．
国
民
年
金
１
号
加
入
者

　
　
　
（
免
除
者
を
除
く
）

　

３
．
20
歳
以
上
60
歳
未
満

農
業
者
年
金
の
特
徴

①
確
定
拠
出
型
年
金

　

他
の
年
金
は
、
今
払
っ
て
い
る
保
険
料

が
、
現
在
受
給
し
て
い
る
方
の
年
金
の
た

め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
農
業
者
年
金

は
自
分
で
か
け
た
保
険
料
を
運
用
し
て
自

分
が
も
ら
う
年
金
に
な
る
制
度
で
す
。

②
全
額
社
会
保
険
料
控
除

　

民
間
の
保
険
会
社
な
ど
の
個
人
年
金
の

社
会
保
険
料
控
除
は
５
万
円
（
新
制
度
は

４
万
円
）
ま
で
で
す
が
、
農
業
者
年
金
は

全
額
控
除
と
な
り
ま
す
。

③
終
身
年
金

　

受
給
期
間
は
終
身
で
す
。
も
し
、
80
歳

ま
で
に
亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、
80
歳
ま

で
に
受
け
取
れ
る
年
金
額
の
現
在
価
値
相

当
額
が
ご
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

④
掛
け
金
は
自
由
に
選
択

　

掛
け
金
は
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円
ま

で
の
間
で
、
千
円
単
位
で
自
由
に
決
め
ら

れ
ま
す
。
途
中
で
や
め
た
り
、
再
加
入
し

た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

魅
力
が
た
く
さ
ん
の
農
業
者
年
金
。
将

来
へ
の
積
み
立
て
と
し
て
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
ご
加
入
を
お
考
え

の
方
は
、
Ｊ
Ａ
窓
口
ま
た
は
農
業
委
員
会

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
許
可
申
請
締
切
日

　
農
地
に
関
す
る
許
可
申
請
の
締
め
切

り
は
、
毎
月
末
で
す
。

　

12
月
委
員
会
分　

11
月
30
日
㊍

　

１
月
委
員
会
分　

12
月
28
日
㊍

　

２
月
委
員
会
分　

１
月
31
日
㊌

編
　
集
　
委
　
員
　
会

委  

員  

長　
　

小　

原　

孝　

文

副
委
員
長　
　

腰　

前　

正　

好

委　
　

員　
　

福　

田　

範　

康

委　
　

員　
　

高　

見　

重　

嘉

委　
　

員　
　

保　

田　
　

實

委　
　

員　
　

秋　

田　

洋　

三

委　
　

員　
　

森　

林　
　

茂

編
集
後
記

　

新
米
の
収
穫
時
期
も
終
わ
り

ま
し
た
。
農
家
の
皆
様
の
収
穫

量
は
い
か
が
で
し
た
か
。
今
年

は
米
の
価
格
も
上
が
り
、
少
し

笑
顔
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

水
稲
農
家
へ
の
米
の
直
接
支

払
交
付
金
は
、
本
年
度
が
最
終

年
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
ま

す
ま
す
後
継
者
が
不
足
し
、
遊

休
農
地
が
増
え
る
の
で
は
と
心

配
し
て
い
ま
す
。
地
域
と
行
政

が
一
体
と
な
り
、
若
い
担
い
手
、

就
農
者
を
育
成
し
、
農
業
、
農

地
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

編
集
委
員　

福
田
範
康

　　

遊休農地を確認する農業委員


